拳法会昇段審査規定概要
第1条　拳法会昇段審査規定　

拳法会昇段審査規定（以下、「規定」言う）は、拳法会規約（昭和56年4月26日改定）第3条4項に定めるところによる審査主事により構成された審査主事委員会（以下、「委員会」言う）により定められたものを言う。
第2条　審査員の認定

審査員は、審査主事と称し審査主事の認定は、拳法会規約詳録（昭和56年4月26日改定）の「昇段（級）審査」に定めるところにより委員会により認定される。資格は、分掌規定（平成2年7月1日改定）により二段以上の審査は、委員会のより認定され審査主事長により任命をうけた五段以上の審査主事でおこなわれる。一級から初段は、委員会より認定され審査主事長により任命をうけた三段以上の審査主事でおこなわれる。審査主事長とは、委員会で最も高段で委員会より認定された者を言う。
第3条 審査の目的

審査の目的は、全拳法会本部公認昇段(級)審査（昭和58年11月10日改定）を遵守し達成することを目的とする。

第4条　審査の実施方法　

審査の実施方法「三段以上を有する地区においては、初段までを各地区ごとに審査を実施し当該審査主事委員会が認定、登録する。また、技術、徳性の高度化のために他地区の審査主事の認可を得る」とあるのでその旨を遵守する。また、二段下位まで審査資格を原則とする。

第5条　審査方法
審査方法は、功績、経験、年齢、論文、筆記試験、実技があり委員会にて定められた採点表にて採点し認可する。実技とは、形・試割・護身術（柔法）・基本動作・刀法・杖法・乱取りなど委員会が定めたものを言う。また、得点加算法、勝ち抜き法、目視判定法などがあり審査主事長により審査方法は、事前に余裕をもって告げられねばならない。

第6条　審査の採点

審査の採点は、全拳法会本部公認昇段(級)審査第2条の定めるところによる委員会が第5条採点の定める採点表により採点を行う。また、高齢入会者は、同じく第5条に定める審査を行い採点を行う。
第7条 年　齢

武道協会（以下、「協会」と言う）部会の定めるところによる。また、協会の奨励により原則として最高段位八段までとする。
経過年限と年齢
初段：----　二段：7年以上（18歳~21歳）　三段：8年以上（21歳～25歳）
四段：9年以上（25歳～28歳）　五段：10年以上（28歳～32歳）　
六段：15年以上(34歳～38歳)　七段：18年以上（40歳～45歳）　
八段：21年以上（50歳～60歳）
段位は逐次昇段することを原則とする。但し、特別の事情ある者については、一階級だけ跳んで昇段することを認める場合がある。この場合における修行年限は、その成績に照らし、昇段する両階級の所用年数を併せたものとする。

功績による昇段年限は、以下のとおりとする。
	段位
	初段
	二段
	三段
	四段
	五段
	六段
	七段

	経過年限
	　
	初段昇段後
7年以上
	二段昇段後
8年以上
	三段昇段後
9年以上
	四段昇段後
10年以上
	五段昇段後
15年以上
	六段昇段後
18年以上


八段においては「協会・学会」での論文発表、実技発表、ポスター発表、講演、最高学府での講義などの実績により認可対象となる。
第8条 その他

「規約･会則など定められていない事項が発生の場合、「委員会」にて協議し決定する。
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